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問題 1． 次の各問いに答えよ。 

（1） (𝑥 + 9)2 + 15(𝑥 + 9) + 54 を因数分解せよ。 

（配点：10 点） 

(𝑥 + 9)2 + 15(𝑥 + 9) + 54 = {(𝑥 + 9) + 6}{(𝑥 + 9) + 9} = (𝑥 + 15)(𝑥 + 18) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 連立不等式 {
5(𝑥 + 1) ≧ 3(3𝑥 − 1)

2𝑥 + 9 ≧ −3(𝑥 + 2)
 を解け。 

（配点：10 点） 

5𝑥 + 5 ≧ 9𝑥 − 3  より，  𝑥 ≦ 2 

2𝑥 + 9 ≧ −3𝑥 − 6  より，  𝑥 ≧ −3 

よって − 3 ≦ 𝑥 ≦ 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 

(𝑥 + 15)(𝑥 + 18) 

答 

−3 ≦ 𝑥 ≦ 2 



 

問題 2． 次の各問いに答えよ。 

（1） 2 つの二次関数 𝑦 = −𝑥2 + 2𝑥 + 3，𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 6 の頂点が一致するとき，𝑎，𝑏の値を 

   求めよ。 

（配点：10 点） 

𝑦 = −𝑥2 + 2𝑥 + 3 = −(𝑥 − 1)2 + 4  より，頂点(1，4)である。 

𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 6 = 𝑎 (𝑥 +
𝑏

2𝑎
)

2

+ 6 −
𝑏2

4𝑎
  より，頂点(−

𝑏

2𝑎
，6 −

𝑏2

4𝑎
)である。 

これより， −
𝑏

2𝑎
= 1  6 −

𝑏2

4𝑎
= 4  となり，𝑎 = 2，𝑏 = −4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 𝑥2 − 8𝑥 + 3 = 0 に関する解を求めよ。 

（配点：10 点） 

𝑥 =
−(−4) ± √(−4)2 − 1 × 3

1
= 4 ± √13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 

𝑎 = 2     𝑏 = −4 

答 

𝑥 = 4 ± √13 



 

問題 3． 次の各問いに答えよ。 

（1） 1800 を素因数分解せよ。 

（配点：10 点） 

2)1800 

2)  900 

2)  450 

3)  225 

3)    75 

5)    25 

           5 

 

1800 = 23 × 32 × 52 

 

 

 

 

 

（2） 1578 と 3053 の最大公約数を求めよ。 

（配点：10 点） 

ユーグリッドの互除法を用いて求めると 

3053 = 1578 × 1 + 1475 

1578 = 1475 × 1 + 103 

1475 = 103 × 14 + 33 

103 = 33 × 3 + 4 

33 = 4 × 8 + 1 

4 = 1 × 4 + 0 

よって，1578 と 3053 の最大公約数は 1 である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 

1 

答 

23 × 32 × 52 



 

問題 4． 次の各問いに答えよ。 

（1） 3 進法で表された 12012(3) を 10 進法で表しなさい。 

（配点：10 点） 

1 × 34 + 2 × 33 + 0 × 32 + 1 × 31 + 2 × 30 = 140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 等式 𝑥𝑦 − 4𝑥 + 𝑦 = 14 を満たす自然数の組(𝑥，𝑦)についてすべて求めよ。 

（配点：10 点） 

𝑥𝑦 − 4𝑥 + 𝑦 = 14 は， 𝑥𝑦 − 4𝑥 + 𝑦 − 4 = 10 ，つまり， 

(𝑥 + 1)(𝑦 − 4) = 10 ⋯ ⋯① 

と変形できる。 

𝑥，𝑦 が自然数のとき，𝑥 + 1 と 𝑦 − 4 も整数で，かつ， 

𝑥 + 1 ≧ 2 ，𝑦 − 3 ≧ −2 

のため，10 の約数を考えて，①が成立するのは 

(𝑥 + 1，𝑦 − 4) が (2，5)，(5，2)，(10，1) 

のどれかに等しいときに限る。これはつまり 

(𝑥，𝑦) が (1，9)，(4，6)，(9，5) 

のどれかに等しいときということである。 

したがって答えは (1，9)，(4，6)，(9，5) である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 

(1，9)，(4，6)，(9，5) 

答 

140 



 

問題 5． 

 あるレースにおける参加人数の動向を下図に示す。K，L，M，N，O，Pは各レースを表しており，

𝑎，𝑏，𝑐，𝑑，𝑒，𝑓 はその参加者の比率を表している。例えば，図ではレース Kの参加人数のうち比率

 𝑎 がレース Nに出場したことを示している。図における各比率は，次の通りである。 

𝑎 = 0.60  𝑏 = 0.20  𝑐 = 0.40  𝑑 = 0.30  𝑒 = 0.10  𝑓 = 0.50 

 レース K，L，Mの各参加者のうち，レース Pに出場した割合がもっとも多かったレースを 3 つのなか

から選び，理論的に考えをまとめ，その理由を記述せよ。 

（配点：20 点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M

 

O

N  

答 

レースＫからレース Pへのルートは KNPと KNOPの 2通りである。 

KNPによる参加者は，𝑎𝑑 = 0.60 × 0.30 = 0.18 より，18％となる。 

同様に，KNOPによる参加者は，𝑎𝑒𝑓 = 0.60 × 0.10 × 0.50 = 0.03 より，3％となる。 

このことから，レース Kに出場した参加者のうちレース Pに出場した参加者の割合は 

𝑎𝑑 + 𝑎𝑒𝑓 = 0.18 + 0.03 = 0.21 より，21％である。 

レース Lからレース Pへのルートは LNPと LNOPの 2通りである。 

LNPによる参加者は，𝑏𝑑 = 0.20 × 0.30 = 0.06 より，6％となる。 

同様に，LNOPによる参加者は，𝑏𝑒𝑓 = 0.20 × 0.10 × 0.50 = 0.01 より，1％となる。 

このことから，レース Lに出場した参加者のうちレース Pに出場した参加者の割合は 

𝑏𝑑 + 𝑏𝑒𝑓 = 0.06 + 0.01 = 0.07 より，7％である。 

レース Mからレース Pへのルートは MOPの 1通りである。 

MOPによる参加者は，𝑐𝑓 = 0.40 × 0.50 = 0.20 より，20％となる。 

このことから，レース Mに出場した参加者のうちレース Pに出場した参加者の割合は 20％である。 

以上をまとめて，レース Pに出場した割合がもっとも多かったレースは，21％のレース Kである。 

 


